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日本最初の英語教師Ranald MacDonaldの父











Archibald McDonald’s Younger Days 
Father of Ranald MacDonald, the First English Teacher of Japan 





























































William S. Lews & Naojiro Murakami,. 
Ranald Macdonald , The Narrative of His Life, 1824-1894 
( Oregon Historical Society Press) 
Eva Emery Dye,. 
McDonald Of Oregon; A Tale of Two Shores 
(Chicago, A. C. McLURG & Co. 1906) 
M. Leona Nichols,. 
Ranald MacDonald ; Adventurer 


















かという疑問。 Ranald MacDonald Monument 
( Astoria, Oregon ) 
平成4年 (1992年） 2月19日の TheJapan Timesに掲載された次の記事が目に止まった。











と手を握れない怨恨があるのである。その23年後， 1751年に， MacDonald家と Campbell家





























現在，Clan MacDonald Lands Trustは， 主として， 国外追放の流浪のMacDonaldの後育
のアメ リカ実業家たちの基金で，大虐殺のあった場所の復元整備を進めている。また，
Campbell家の人々に対するは350人の Glencoeの村人の積年は恨みはなく なり， Campbell 
の者がMacDonald家の者と結婚する者がいるくらいであるという。
Isle of Skye ( Scotlandの西，スカイ諸島）にはClanDonald Centreという一族の関係資
料や文献等を保存展示する博物館があって，







Museum, Oregon Historical Society, Provin-
cial Archives of British Columbia, Astoria 
21 
City Libraryを訪ね，手に入り にくい文献は
Clan Donald Centre ( Isle of Skyle Scotland ) 
PortlandのPowel’sBookstoreに依頼した。 特に一番必要とした JeanMurray Cole,. Exile 
in the Wilderness, Life of Chief Factor Archibald McDonald ( University of Washington 
Press 1979 ）は絶版で，担当者に探していただくよう依頼して，送られてくるのを待った。
この書物が手もとに着いたのは8月5日である。





3 著者JeanMurray Coleの紹介と Exilein the Wildernessについて
Canada , Ontario州， Brantfordに生まれ，経験豊かな記




















W. L. Mortonはこの書物の緒言で， JeanColeの主題は「exileJ （国外追放者／流浪者）





Archibald McDonaldは1790年2月3日， ArgyllshireのLochLeven ( Glencoeのすぐ近
くの小さな湖）の南Leacantuim （地図では確認できない）の村で， 父の名はAngus，母の
名は Mary, GlencoeのMcDonald家の13番目，末っ子として生まれた。 数世代にわたる
Highlandの武家の血を号｜く家柄だった。
AngusはMcDonald家のう ちでEpiscopalian （監督派）に属していたが， Jacobiteを支
持するローマカトリックの傘下にあって， 1745年， 15歳にして， Cullodenの戦いに参戦した。
その前， 1692年に， Angusの父親Johnも子供の時，前述の GlenlyonのRobertCampbellが，
Glenco巴の McDonaldに大虐殺を したあの朝，母親と一緒に近くの山に難を逃れていたこと





























あれ，各自10guineas （ギニー金貨10枚）の渡航費 （約束手形でも可とする） を支払うことと
規定していて，多くの場合，HudsonBay’s Company勤務に適する場合，両親の負債分を息
子の将来の賃金を担保とすることを認めた。 Archibaldが早速手がけたのは，諸国の村や町を
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注 「歴史的状況」「先住民族排除による植民 （開拓の原罪）」については， 富田虎男
著 「アメリカインディアンの歴史」雄山閣，及び，斉藤真著「アメ リカ革命史研究」
東京大学出版会，から要約し引用させていただいた。
なお， Archibald McDonaldがやがて親密な関係を持つことになる Chinook
ChiefのComcomlyの背景広ついて次の書を参照にした。
Robert H. Ruby and John A. Brown,. 
The Chinnook Indians ・ 
Traders of the Lower Columbia River,. 
University of Oklahome Press 
8 植民地への出立






























ほんの6人であった。 3人の船員を含めて4人が亡くなり， さらに 2人の開拓予定者が死亡し
Tこ。




























































































































1 Jack River ( Norway House ）までの苦難の道
Jack Riverまでたどり着くまでの道は苦難そのものであった。そこからは， Winnipegの

































































































たが，一息入れたので元気に出発した。Archibaldは進路が大変はかどって JackRiver Post 
( Norway House ）や食糧の蓄えの場所に予想より早く到着できると確信して，食事の割当
を増やし，新鮮な魚や酒類で食事を豊かにした。これまでの苦労を暫し忘れみんなの表情が明














4月 6日に Churchil を出発し， York Factoryを通って同年 6月11日に JackRiver 











FRIENDS OF MacDONALD （マクドナルド友の会）
に感謝とおわび
， ? ?
会長MasTomita氏，副会長BruceR Berney氏， Stephen
Kohl博士のほか多くの友の会の方に資料やをいただき助言を
賜わり励まされた。特に BruceR. Berney氏にはOregonの調
査の時， Astoriaを案内していただいた。8月下旬， Berney
氏が札幌，利尻， 長崎の調査をかねて来日の機に立教大学教授
富田虎男先生をお招きして，札幌で 「ラナルド・マク ドナルド
を語る会Jの企画を，道内の高等学校や大学関係の方々の協力をえて進めていたが， Berney 
氏の旅行日程の都合で断念してしまった。筆者の不手際のためである。富田先生には既に予定
Ranald MacDonald 
していた日程をご無理に変更してお願い申し上げていた。多くの方 に々もご迷惑をおかけした
ことをおわび申し上げます。
